
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】基板に堆積される薄膜の欠陥を減少し、均一性

を向上させる基板支持体および該基板支持体を製造する

為の方法を提供する。

【解決手段】基板支持体２００は、電気的絶縁性被膜２

１０により覆われている基板支持面２０４を有する伝導

体２０２を含む。基板支持面２０４の中心にある被膜２

１０の少なくとも一部は、約８０から約２００ミクロイ

ンチ間の表面仕上げを有する。他の実施形態において、

基板支持体２００は、メッキ処理されたアルミニウム本

体２０２を含み、そのアルミニウム本体２０２は、上部

に基板１４０を支持するように適合された本体２０２の

一部に、約８０から約２００ミクロインチの表面仕上げ

処理部２１６を有する。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
基 板 支 持 体 に お い て ：
基 板 支 持 面 を 有 す る 電 気 的 導 電 性 本 体 と ；
前 記 本 体 に 配 置 さ れ た 電 気 絶 縁 性 被 膜 と ；
前 記 基 板 支 持 面 の 中 央 部 を 覆 っ て 配 置 さ れ た 前 記 被 膜 の 少 な く と も 一 部 は 、 約 ８ ０ ～ 約 ２
０ ０ ミ ク ロ イ ン チ （ ２ ５ ． ４ × １ ０ － ６ ミ リ ） の 表 面 仕 上 げ 処 理 部 を 有 す る 、 前 記 基 板 支
持 体 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 本 体 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 本 体 か ら 少 な く と も 部 分 的 に 製 造 さ れ 、 前 記 被 膜 は 、 メ ッ キ 処
理 さ れ た 層 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 基 板 支 持 体 。 　
【 請 求 項 ３ 】
前 記 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 の 厚 さ は 、 約 ０ ． ３ ～ 約 ２ ． １ ６ ミ ル で あ る 、 請 求 項 ２ 記 載 の
基 板 支 持 体 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 基 板 支 持 面 の 表 面 仕 上 げ は 、 約 ８ ８ ～ 約 ２ ３ ０ ミ ク ロ イ ン チ の 間 で あ る 、 請 求 項 １ 記
載 の 基 板 支 持 体 。 　
【 請 求 項 ５ 】
前 記 基 板 支 持 面 は 、 ビ ー ド ブ ラ ス ト 処 理 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 基 板 支 持 体 。 　
【 請 求 項 ６ 】
前 記 基 板 支 持 面 上 に 配 置 さ れ た 前 記 被 膜 は ：
前 記 基 板 支 持 面 上 の 中 央 に 置 か れ た 前 記 被 膜 の 一 部 に 外 接 し 、 約 １ ３ ０ ミ ク ロ イ ン チ 未 満
の 表 面 仕 上 げ を 有 す る ス ト リ ッ プ を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ 記 載 の 基 板 支 持 体 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 基 板 支 持 面 は ：
約 ８ ８ か ら 約 ２ ３ ０ ミ ク ロ イ ン チ の 間 の 表 面 仕 上 げ 処 理 部 を 持 つ 中 央 領 域 と ；
前 記 中 央 領 域 に 外 接 さ せ 、 約 １ ３ ０ ミ ク ロ イ ン チ 未 満 の 表 面 仕 上 げ 処 理 部 を 有 す る 周 辺 領
域 と ；
を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ 記 載 の 基 板 支 持 体 。 　
【 請 求 項 ８ 】
基 板 支 持 面 を 有 す る 電 気 的 に 導 電 性 の 本 体 と ；
堆 積 後 に 約 ８ ０ ～ ２ ０ ０ ミ ク ロ イ ン チ の 表 面 仕 上 げ に 処 置 さ れ た 前 記 基 板 支 持 面 上 に 堆 積
さ れ た 電 気 的 に 絶 縁 性 の 被 膜 と ；
を 備 え る 、 基 板 支 持 体 。 　
【 請 求 項 ９ 】
前 記 本 体 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム で あ り 、 前 記 被 膜 は メ ッ キ 処 理 さ れ た 層 で あ る 、 請 求 項 ８ 記 載
の 基 板 支 持 体 。 　
【 請 求 項 １ ０ 】
約 ８ ８ ～ 約 ２ ３ ０ ミ ク ロ イ ン チ の 表 面 仕 上 げ に 処 置 さ れ た 基 板 支 持 面 を 有 す る ア ル ミ ニ ウ
ム 本 体 と ；
前 記 処 置 さ れ た 基 板 支 持 面 上 に 堆 積 さ れ 、 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 と ；
を 備 え る 、 基 板 支 持 体 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 基 板 支 持 面 は 、 ビ ー ド ブ ラ ス ト 処 理 、 研 磨 材 ブ ラ ス ト 処 理 、 研 削 、 エ ン ボ ス 加 工 、 サ
ン デ ィ ン グ 、 テ ク ス チ ャ リ ン グ 、 エ ッ チ ン グ の 少 な く と も 一 つ に よ り 処 置 さ れ る 、 請 求 項
１ ０ 記 載 の 基 板 支 持 体 。 　
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 基 板 支 持 体 は 、 約 １ ２ ５ か ら 約 ３ ７ ５ ミ ク ロ ン を 平 均 径 と す る ア ル ミ ニ ウ ム 酸 化 物 媒
体 で ブ ラ ス ト 処 理 さ れ る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 基 板 支 持 体 。 　
【 請 求 項 １ ３ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2005-51200 A 2005.2.24



以 下 の 方 法 で 製 造 さ れ る 基 板 支 持 体 で あ っ て 、 前 記 方 法 は ：
大 領 域 の 基 板 を 支 持 す る の に 適 し た 導 電 性 本 体 を 提 供 す る ス テ ッ プ と ；
前 記 基 板 支 持 体 の 表 面 を 被 膜 す る ス テ ッ プ で あ っ て 、 前 記 被 膜 が 約 ８ ０ ～ 約 ２ ０ ０ ミ ク ロ
イ ン チ の 表 面 粗 さ を 有 す る 、 前 記 基 板 支 持 体 。 　
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 被 膜 す る ス テ ッ プ は ：
ア ル ミ ニ ウ ム か ら 構 成 さ れ た 本 体 を メ ッ キ 処 理 す る ス テ ッ プ を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ ３ 記
載 の 基 板 支 持 体 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 基 板 支 持 体 の 表 面 を 被 膜 す る ス テ ッ プ は ：
表 面 粗 さ を 約 ８ ０ ～ 約 ２ ０ ０ ミ ク ロ イ ン チ に す る 為 に 前 記 被 膜 を 処 置 す る ス テ ッ プ を 更 に
備 え る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 基 板 支 持 体 。 　
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 被 膜 を 処 置 す る ス テ ッ プ は ：
前 記 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 を 、 ビ ー ド ブ ラ ス ト 処 理 、 研 磨 材 ブ ラ ス ト 処 理 、 研 削 、 エ ン ボ
ス 加 工 、 サ ン デ ィ ン グ 、 テ ク ス チ ャ リ ン グ 、 エ ッ チ ン グ の 少 な く と も 一 つ に よ り 処 置 す る
ス テ ッ プ を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ ０ 記 載 の 基 板 支 持 体 。
【 請 求 項 １ ７ 】
約 ８ ８ ～ 約 ２ ３ ０ ミ ク ロ イ ン チ の 表 面 仕 上 げ を 与 え る た め に 被 膜 す る 前 に 前 記 基 板 支 持 面
を 処 置 す る ス テ ッ プ を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 基 板 支 持 体 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 基 板 支 持 面 を 処 置 す る ス テ ッ プ は ：
ビ ー ド ブ ラ ス ト 処 理 、 研 磨 材 ブ ラ ス ト 処 理 、 研 削 、 エ ン ボ ス 加 工 、 サ ン デ ィ ン グ 、 テ ク ス
チ ャ リ ン グ 、 エ ッ チ ン グ の 少 な く と も 一 つ を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ ７ 記 載 の 基 板 支 持 体 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 基 板 支 持 面 を 処 置 す る ス テ ッ プ は ：
前 記 基 板 支 持 面 を ビ ー ド ブ ラ ス ト 処 理 す る ス テ ッ プ を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ ７ 記 載 の 基 板
支 持 体 。 　
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 基 板 支 持 面 を ビ ー ド ブ ラ ス ト 処 理 す る ス テ ッ プ は ：
約 １ ２ ５ か ら 約 ３ ７ ５ ミ ク ロ ン を 平 均 径 と す る ビ ー ズ で 前 記 基 板 支 持 面 に 衝 撃 を 与 え る ス
テ ッ プ を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ ９ 記 載 の 基 板 支 持 体 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 基 板 支 持 面 を ビ ー ド ブ ラ ス ト 処 理 す る ス テ ッ プ は ：
約 ２ ５ ０ ミ ク ロ ン を 平 均 径 と す る ア ル ミ ニ ウ ム 酸 化 物 製 ビ ー ズ で 前 記 基 板 支 持 面 に 衝 撃 を
与 え る ス テ ッ プ を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ ９ 記 載 の 基 板 支 持 体 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
前 記 ア ル ミ ニ ウ ム 本 体 内 に 加 熱 素 子 を 封 入 す る ス テ ッ プ を 更 に 備 え る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の
基 板 支 持 体 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
一 以 上 の ア ル ミ ニ ウ ム 部 材 を 備 え る 前 記 導 電 性 本 体 内 に 加 熱 素 子 を 配 置 す る ス テ ッ プ を 更
に 備 え る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 基 板 支 持 体 。 　
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 支 持 面 の 反 対 側 の 前 記 本 体 の ア ル ミ ニ ウ ム 表 面 に 加 熱 素 子 を 結 合 す る ス テ ッ プ を 更 に
備 え る 、 請 求 項 １ ３ 記 載 の 基 板 支 持 体 。 　
【 請 求 項 ２ ５ 】
以 下 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 基 板 支 持 体 で あ っ て 、 前 記 方 法 は ：
約 ８ ８ ～ 約 ２ ３ ０ ミ ク ロ イ ン チ の 表 面 仕 上 げ を 得 る 為 に 、 大 領 域 基 板 を 支 持 す る よ う に 適
合 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 基 板 支 持 面 を 処 置 す る ス テ ッ プ と ；
前 記 基 板 支 持 面 を 約 ０ ． ３ か ら 約 ２ ． １ ６ ミ ル の 厚 さ に メ ッ キ 処 理 す る ス テ ッ プ で あ っ て
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、 前 記 基 板 支 持 面 の 中 央 部 分 を 少 な く と も 覆 っ て 配 置 さ れ た 前 記 メ ッ キ 被 膜 の 表 面 仕 上 げ
は 、 約 ８ ０ ～ 約 ２ ０ ０ ミ ク ロ イ ン チ の 間 の 表 面 仕 上 げ を 有 す る 、 前 記 ス テ ッ プ と ；
を 備 え る 、 前 記 基 板 支 持 体 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 発 明 の 背 景 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 　 発 明 の 分 野
　 　 [0001]本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 概 し て 、 半 導 体 処 理 で 利 用 さ れ る 基 板 支 持 体 お よ び 当 該
基 板 支 持 体 を 製 造 す る 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 　 背 景 技 術 の 説 明
　 　 [0002]液 晶 デ ィ ス プ レ イ 又 は フ ラ ッ ト パ ネ ル は 、 コ ン ピ ュ ー タ 、 テ レ ビ モ ニ タ 、 パ ー
ソ ナ ル ・ デ ジ タ ル ・ ア シ ス タ ン ト （ Ｐ Ｄ Ａ ） 、 携 帯 電 話 等 の よ う な ア ク テ ィ ブ マ ト リ ッ ク
ス デ ィ ス プ レ イ の 為 に 共 通 し て 使 用 さ れ る 。 一 般 的 に 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル は ２ つ の ガ ラ ス 板
を 備 え 、 こ れ ら に 挟 ま れ た 液 晶 層 を 有 す る 。 少 な く と も 一 つ の ガ ラ ス 板 は 、 上 部 に 配 置 さ
れ る 少 な く と も 一 つ の 導 電 性 膜 を 含 み 、 こ れ が 電 源 に 結 合 さ れ る 。 電 源 か ら 導 電 性 膜 に 供
給 さ れ る 電 力 は 、 結 晶 材 料 の 配 向 性 を 変 更 し 、 当 該 デ ィ ス プ レ イ に 見 ら れ る テ キ ス ト や グ
ラ フ ィ ク ス の よ う な パ タ ー ン を 作 り 出 す 。 フ ラ ッ ト パ ネ ル を 生 産 す る 為 に 頻 繁 に 使 用 さ れ
る 、 一 つ の 製 造 方 法 は 、 プ ラ ズ マ 増 強 型 化 学 気 相 堆 積 法 （ Ｐ Ｅ Ｃ Ｖ Ｄ ） で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 　 [0003] プ ラ ズ マ 増 強 型 化 学 気 相 堆 積 法 は 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル や 半 導 体 ウ エ ハ の よ う な
基 板 上 に 薄 膜 を 堆 積 す る 為 に 一 般 的 に 使 用 さ れ る 。 プ ラ ズ マ 増 強 型 化 学 気 相 堆 積 法 は 、 基
板 を 含 む 真 空 チ ャ ン バ 内 に 前 駆 体 ガ ス を 導 入 す る こ と に よ り 一 般 的 に 達 成 さ れ る 。 前 駆 体
ガ ス は 、 通 常 、 チ ャ ン バ の 最 上 部 付 近 に 置 か れ る 分 配 用 プ レ ー ト を 通 っ て 導 か れ る 。 チ ャ
ン バ 内 の 前 駆 体 ガ ス は 、 チ ャ ン バ に 結 合 さ れ た １ 以 上 の Ｒ Ｆ 電 源 か ら チ ャ ン バ に Ｒ Ｆ エ ネ
ル ギ を 印 加 す る こ と に よ り 、 プ ラ ズ マ へ と 活 性 化 さ れ る （ 励 起 さ れ る ） 。 励 起 さ れ た ガ ス
は 、 温 度 制 御 さ れ た 基 板 支 持 体 上 に 位 置 決 め さ れ た 基 板 の 表 面 上 に 材 料 層 を 形 成 す る 為 に
反 応 す る 。 低 温 ポ リ シ リ コ ン の 層 を 基 板 が 受 け る 適 用 例 に お い て 、 基 板 支 持 体 は 、 ４ ０ ０
℃ を 越 え る 温 度 で 加 熱 さ れ る 可 能 性 が あ る 。 こ の 反 応 中 に 生 み 出 さ れ る 揮 発 性 副 産 物 は 、
排 気 シ ス テ ム を 介 し て チ ャ ン バ か ら 送 り 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 　 [0004]一 般 的 に 、 フ ラ ッ ト パ ネ ル 製 造 に 利 用 さ れ る 大 領 域 基 板 は 、 大 き く 、 し ば し ば
５ ５ ０ ｍ ｍ × ６ ５ ０ ｍ ｍ を 越 え 、 表 面 積 で は ４ ｍ ２ 、 そ れ を 越 え る も の ま で 構 想 さ れ て い
る 。 対 応 し て 、 大 領 域 基 板 を 処 理 す る 為 に 利 用 さ れ る 基 板 支 持 体 は 、 大 き な 表 面 領 域 の 基
板 に 適 合 す る よ う に 比 例 し て 大 き く な る 。 高 温 使 用 の 為 の 基 板 支 持 体 は 、 一 般 的 に 鋳 造 さ
れ 、 １ 以 上 の 加 熱 素 子 や 熱 電 対 が ア ル ミ ニ ウ ム 本 体 内 に 封 入 さ れ る 。 基 板 支 持 体 の 大 き さ
の た め 、 １ 以 上 の 補 強 部 材 が 一 般 的 に 基 板 支 持 体 内 に 配 置 さ れ 、 高 温 動 作 温 度 （ す な わ ち
、 膜 内 の 水 素 含 有 を 最 小 に す る た め 、 ３ ５ ０ ℃ を 越 え ５ ０ ０ ℃ に 近 い 温 度 ） に お け る 基 板
支 持 体 の 剛 性 、 性 能 を 改 善 し て い る 。 ア ル ミ ニ ウ ム 製 基 板 支 持 体 は 、 そ の 後 、 メ ッ キ 処 理
さ れ 、 保 護 被 膜 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 　 [0005]こ の 方 法 で 構 成 さ れ た 基 板 支 持 体 は 、 良 好 な 処 理 性 能 を 示 す が 、 し ば し ば 、 よ
り 薄 い 膜 厚 の ス ポ ッ ト と し て 明 示 さ れ る が 、 膜 厚 に お け る 小 さ な 局 所 的 変 動 は 、 大 領 域 基
板 上 に 形 成 さ れ た 次 世 代 デ バ イ ス に と っ て 有 害 に な る 可 能 性 が あ り 、 観 察 さ れ て き た 。 変
動 は 、 基 板 支 持 面 に 沿 っ た 、 ガ ラ ス 膜 厚 と 平 坦 性 、 通 常 、 約 ５ ０ ミ ク ロ イ ン チ で あ る が 、
ガ ラ ス 基 板 を 横 切 る 一 定 の 場 所 で 局 所 的 容 量 変 動 を 作 り 出 し 、 そ れ に よ り 、 堆 積 変 動 に お
い て 生 じ る 局 所 的 な プ ラ ズ マ 非 均 一 性 （ 例 え ば 、 堆 積 さ れ た 膜 厚 の ス ポ ッ ト ） を 作 り 出 す
と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 　 [0006]処 理 の 為 に 基 板 を チ ャ ン バ に 移 送 す る 前 に 、 特 に 拡 張 チ ャ ン バ 真 空 パ ー ジ と 組
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み 合 わ さ れ て 実 行 さ れ る と き 、 基 板 支 持 体 の エ ー ジ ン グ 及 び プ ラ ズ マ 条 件 設 定 の 修 正 に よ
り 、 薄 い ス ポ ッ ト 形 成 を 緩 和 す る こ と が 示 さ れ て き た 。 し か し 、 こ の 方 法 に 必 要 な 時 間 と
材 料 の 、 結 果 と し て 生 じ る 消 費 や 、 コ ス ト と 処 理 能 力 に お け る 不 利 な 影 響 は 、 よ り 効 果 的
な 解 決 策 を 得 る こ と が 望 ま せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 　 [0007]次 世 代 の 基 板 の 大 き さ が 大 き く な り 続 け る に つ れ て 、 各 基 板 に よ り 表 わ さ れ る
フ ラ ッ ト パ ネ ル 製 造 業 者 に よ る 実 質 的 な 投 資 の た め 、 欠 陥 減 少 の 重 要 性 は 益 々 重 要 に な っ
て い る 。 さ ら に 、 デ バ イ ス の 継 続 的 な 進 化 と 共 に 、 膜 の 均 一 性 の 為 の 、 よ り 密 接 し た 許 容
範 囲 、 膜 厚 変 動 の 減 少 及 び ／ 又 は 除 去 を 必 要 と す る 危 急 の 寸 法 減 少 は 、 大 領 域 基 板 上 に 形
成 さ れ る 次 世 代 デ バ イ ス の 経 済 的 生 産 に と っ て 重 要 な フ ァ ク タ に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 　 [0008]そ の た め 、 改 善 さ れ た 基 板 支 持 体 が 必 要 で あ る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 [0009]基 板 支 持 体 と 、 当 該 基 板 支 持 体 を 製 造 す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。 本 発 明 の 一 実 施 形
態 に お い て 、 基 板 支 持 体 は 、 電 気 的 絶 縁 性 被 膜 に 覆 わ れ た 基 板 支 持 面 を 有 す る 電 気 的 導 電
性 本 体 を 含 む 。 基 板 支 持 面 上 の 中 央 に 置 か れ た 被 膜 の 少 な く と も 一 部 は 、 約 ８ ０ ～ 約 ２ ０
０ ミ ク ロ イ ン チ の 間 の 表 面 仕 上 げ を 有 す る 。 他 の 実 施 形 態 に お い て 、 基 板 支 持 体 は 、 当 該
本 体 の 一 部 が 上 部 で 基 板 を 支 持 す る よ う に 適 合 さ れ 、 約 ８ ０ か ら 約 ２ ０ ０ ミ ク ロ イ ン チ の
間 の 表 面 仕 上 げ 処 理 部 を 有 す る メ ッ キ 処 理 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 本 体 を 含 む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
  [0010]他 の 実 施 形 態 に お い て 、 基 板 支 持 体 は 、 以 下 の 方 法 に よ り 製 造 さ れ る 。 こ の 方 法
は 、 基 板 支 持 面 で 大 領 域 基 板 を 支 持 す る の に 適 し た ア ル ミ ニ ウ ム 本 体 を 提 供 す る ス テ ッ プ
と 、 約 ８ ０ か ら 約 ２ ０ ０ ミ ク ロ イ ン チ の 間 の 表 面 粗 さ を 有 す る メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 を 基
板 支 持 面 上 に 形 成 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
  [0011]簡 単 に 説 明 さ れ た 本 発 明 の 、 よ り 具 体 的 な 説 明 は 、 添 付 図 面 に よ り 例 示 さ れ た 実
施 形 態 を 参 照 さ れ る 。 し か し 、 添 付 図 面 は 、 本 発 明 の 、 単 な る 典 型 的 な 実 施 形 態 を 例 示 す
る に す ぎ ず 、 本 発 明 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な く 、 本 発 明 は 他 の 効 果 的 な 実 施 形 態 を 許
容 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 [0018]理 解 を 容 易 に す る た め 、 可 能 な 限 り 、 図 で 共 通 な 同 一 要 素 を 示 す た め に 同 一 参 照
符 号 を 使 用 し て い る 。
【 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
  [0019]本 発 明 は 、 全 体 的 に 、 大 領 域 基 板 支 持 体 と 、 そ の 製 造 方 法 を 提 供 す る 。 本 発 明 は
、 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 サ ン タ ク ラ ラ 市 の ア プ ラ イ ド マ テ リ ア ル ズ 社 の 一 部 門 で あ る Ａ Ｋ Ｔ 社
か ら 利 用 可 能 な 、 プ ラ ズ マ 増 強 型 化 学 気 相 堆 積 チ ャ ン バ （ Ｐ Ｅ Ｃ Ｖ Ｄ ） の よ う な 、 プ ラ ズ
マ 増 強 型 化 学 気 相 堆 積 チ ャ ン バ を 参 照 し 、 以 下 、 例 示 的 に 説 明 す る 。 し か し 、 本 発 明 は 、
他 の シ ス テ ム （ 物 理 的 気 相 堆 積 シ ス テ ム 、 イ オ ン 注 入 シ ス テ ム 、 エ ッ チ ン グ シ ス テ ム 、 他
の 化 学 気 相 堆 積 法 お よ び 他 の シ ス テ ム で あ っ て 、 内 部 で 基 板 支 持 体 上 の 基 板 を 処 理 す る こ
と が 望 ま れ る も の ） で も 有 用 で あ る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
  [0020]図 １ は 、 一 実 施 形 態 に 係 る プ ラ ズ マ 増 強 型 化 学 気 相 堆 積 シ ス テ ム １ ０ ０ の 横 断 面
図 で あ る 。 当 該 シ ス テ ム １ ０ ０ は 、 一 般 的 に 、 ガ ス 源 １ ０ ４ に 結 合 さ れ た チ ャ ン バ １ ０ ２
を 含 む 。 チ ャ ン バ １ ０ ２ は 、 壁 １ ０ ６ 、 底 部 １ ０ ８ 、 リ ッ ド ア セ ン ブ リ １ １ ０ で あ っ て 、
こ れ ら は 、 処 理 ボ リ ュ ー ム を 画 成 す る 。 処 理 ボ リ ュ ー ム １ １ ２ は 、 通 常 、 壁 １ ０ ６ 内 の ポ
ー ト （ 図 示 せ ず ） を 介 し て ア ク セ ス さ れ 、 こ れ が 、 チ ャ ン バ １ ０ ２ の 内 外 へ 大 領 域 の ガ ラ
ス 基 板 １ ４ ０ を 移 動 さ せ る こ と を 容 易 に す る 。 壁 １ ０ ６ と 底 部 １ ０ ８ は 、 通 常 、 ア ル ミ ニ
ウ ム 製 ま た は 処 理 と 両 立 可 能 な 他 の 材 料 で あ っ て 単 一 ブ ロ ッ ク か ら 製 造 さ れ る 。 リ ッ ド ア
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セ ン ブ リ １ １ ０ は 、 処 理 ボ リ ュ ー ム １ １ ２ を （ 図 示 さ れ て い な い 様 々 な ポ ン プ 構 成 部 品 に
結 合 さ れ た ） 排 気 用 ポ ー ト に 結 合 す る ポ ン プ 用 プ レ ナ ム １ １ ４ を 含 む 。
【 ０ ０ １ ５ 】
  [0021]リ ッ ド ア セ ン ブ リ １ １ ０ は 、 壁 １ ０ ６ に よ り 支 持 さ れ 、 チ ャ ン バ １ ０ ２ を 修 理 す
る た め に 除 去 さ れ る 。 リ ッ ド ア セ ン ブ リ １ １ ０ は 、 一 般 的 に ア ル ミ ニ ウ ム で 構 成 さ れ る 。
分 配 用 プ レ ー ト １ １ ８ は 、 リ ッ ド ア セ ン ブ リ １ １ ０ の 内 側 に 結 合 さ れ る 。 分 配 用 プ レ ー ト
１ １ ８ は 、 通 常 、 ア ル ミ ニ ウ ム か ら 製 造 さ れ る 。 中 央 区 域 は 、 穿 孔 領 域 で あ り 、 こ こ を 通
っ て 、 ガ ス 源 １ ０ ４ か ら の 処 理 ガ ス や 他 の ガ ス が 処 理 ボ リ ュ ー ム １ １ ２ に 分 配 さ れ る 。 分
配 用 プ レ ー ト １ １ ８ の 穿 孔 領 域 は 、 分 配 用 プ レ ー ト １ １ ８ を 通 過 し て チ ャ ン バ １ ０ ２ 内 に
入 る ガ ス の 均 一 な 分 配 を 提 供 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
  [0022]加 熱 さ れ た 基 板 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ は 、 チ ャ ン バ １ ０ ２ 内 の 中 央 に 配 置 さ れ
て い る 。 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ は 、 大 領 域 ガ ラ ス 基 板 １ ４ ０ （ 以 下 、 「 基 板 １ ４ ０ 」 ）
を 処 理 中 に 支 持 す る 。 基 板 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ は 、 一 般 的 に 、 基 板 １ ４ ０ を 支 持 す る
本 体 １ ２ ４ の 少 な く と も 一 部 を 覆 う 電 気 的 に 絶 縁 性 の 被 覆 １ ８ ０ で 覆 わ れ た 電 気 的 に 導 電
性 の 本 体 １ ２ ４ を 含 む 。 被 覆 １ ８ ０ は 、 約 ８ ０ か ら 約 ２ ０ ０ ミ ク ロ イ ン チ の 表 面 仕 上 げ 処
理 部 を 持 ち 、 こ れ は 、 高 価 な エ ー ジ ン グ や 基 板 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ の プ ラ ズ マ 処 置 を
有 す る こ と な く 、 堆 積 の 均 一 性 を 改 善 す る と 証 明 さ れ て き た 。 被 膜 １ ８ ０ は 、 本 体 １ ２ ４
の 他 の 部 分 を 覆 っ て も よ い 。 よ り 粗 い 表 面 は 、 ガ ラ ス 基 板 の 厚 さ 変 動 の 影 響 を 相 殺 し 、 基
板 に わ た り 、 よ り 均 一 な 容 量 を 提 供 し 、 そ れ に よ り 、 プ ラ ズ マ 、 堆 積 均 一 性 を 増 強 し 、 実
質 的 に 堆 積 膜 に お け る 薄 い ス ポ ッ ト 形 成 を 除 去 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
  [0023]導 電 性 本 体 １ ２ ４ は 、 金 属 や 、 他 の 、 導 電 性 材 料 に 匹 敵 す る も の か ら 製 造 可 能 で
あ る 。 被 膜 １ ８ ０ は 、 数 あ る 中 で 、 酸 化 物 、 窒 化 珪 素 、 二 酸 化 珪 素 、 二 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム
、 五 酸 化 タ ン タ ル 、 シ リ コ ン カ ー バ イ ド 、 ポ リ イ ミ ド の よ う な 誘 電 材 料 で も よ く 、 こ れ ら
に は 、 様 々 な 堆 積 又 は 被 膜 処 理 （ フ レ ー ム 溶 射 、 プ ラ ズ マ 溶 射 、 高 エ ネ ル ギ 被 膜 、 化 学 気
相 堆 積 、 溶 射 、 付 着 膜 、 ス パ ッ タ リ ン グ 、 カ プ セ ル 封 入 を 含 む が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い
） が 適 用 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
  [0024]一 実 施 形 態 に お い て 、 基 板 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ は 、 少 な く と も 一 つ の 埋 め 込
ま れ た 加 熱 素 子 １ ３ ２ 及 び 熱 電 対 １ ９ ０ を 封 入 す る ア ル ミ ニ ウ ム 導 電 性 本 体 １ ２ ４ を 含 む
。 少 な く と も 一 つ の 補 強 部 材 １ １ ６ が 、 加 熱 素 子 １ ３ ２ の 近 傍 の 本 体 １ ２ ４ 内 に 一 般 的 に
埋 め 込 ま れ て い る 。 第 ２ 補 強 部 材 １ ６ ６ は 、 第 １ 補 強 部 材 １ １ ６ の 反 対 側 の 、 加 熱 素 子 １
３ ２ の 側 に 本 体 １ ２ ４ 内 に 配 置 可 能 で あ る 。 補 強 部 材 １ １ ６ 、 １ ６ ６ は 、 金 属 、 セ ラ ミ ッ
ク 、 他 の 剛 性 材 料 で 構 成 さ れ て も よ い 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 補 強 部 材 １ １ ６ 、 １ ６ ６ は
、 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 製 フ ァ イ バ で 構 成 さ れ る 。 代 替 え 的 に 、 補 強 部 材 １ １ ６ 、 １ ６ ６ は 、
酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 粒 子 と 結 合 さ れ た 酸 化 ア ル ミ ニ ウ ム 製 フ ァ イ バ 、 シ リ コ ン カ ー バ イ ド 製
フ ァ イ バ 、 酸 化 シ リ コ ン 製 フ ァ イ バ 、 類 似 の 材 料 か ら 構 成 可 能 で あ る 。 補 強 部 材 １ １ ６ 、
１ ６ ６ は 、 ル ー ス な 材 料 を 含 ん で も よ く 、 板 の よ う に 予 め 加 工 さ れ た 形 状 で も よ い 。 代 替
え 的 に 、 補 強 部 材 １ １ ６ 、 １ ６ ６ は 、 他 の 形 状 や 幾 何 学 的 な 形 状 を 備 え て も よ い 。 一 般 的
に 、 補 強 部 材 １ １ ６ 、 １ ６ ６ は 、 以 下 で 説 明 す る 鋳 造 処 理 中 に ア ル ミ ニ ウ ム が 部 材 １ １ ６
、 １ ６ ６ に 含 浸 さ せ る 多 少 の 多 孔 性 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
  [0025]支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ 内 に 配 置 さ れ た 電 極 の よ う な 加 熱 素 子 １ ３ ２ は 、 電 源 １
３ ０ に 結 合 さ れ 、 制 御 自 在 に 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ と 、 上 部 に 位 置 決 め さ れ た 基 板 １ ４
０ を 所 定 温 度 ま で 加 熱 す る 。 通 常 、 加 熱 素 子 １ ３ ２ は 、 均 一 な 温 度 約 １ ５ ０ で 少 な く と も
約 ４ ６ ０ ℃ ま で 維 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
  [0026]一 般 的 に 、 基 板 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ は 、 基 板 を 支 持 す る 下 側 １ ２ ６ と 上 側 １ ３ ４ を
有 す る 。 下 側 １ ２ ６ は 、 そ れ に 結 合 さ れ た ス テ ム カ バ ー １ ４ ４ を 有 す る 。 ス テ ム カ バ ー １
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４ ４ は 、 一 般 的 に 、 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ に 結 合 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 製 リ ン グ で あ り 、
支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ は 、 ス テ ム １ ４ ２ の 取 付 け の 為 に 装 着 面 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
  [0027]一 般 的 に 、 ス テ ム １ ４ ２ は 、 ス テ ム カ バ ー １ ４ ４ か ら 伸 び て お り 、 支 持 用 ア セ ン
ブ リ １ ３ ８ を 高 い 位 置 （ 図 示 せ ず ） と 低 い 位 置 と の 間 で 移 動 さ せ る リ フ ト シ ス テ ム （ 図 示
せ ず ） に 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ を 結 合 す る 。 ベ ロ ー ズ １ ４ ６ は 、 真 空 密 閉 を 処 理 ボ リ ュ
ー ム １ １ ２ と チ ャ ン バ 外 環 境 と の 間 に 提 供 す る が 、 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ の 移 動 は 容 易
に す る 。 ス テ ム １ ４ ２ は 、 追 加 的 に 、 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ と シ ス テ ム １ ０ ０ の 他 の 構
成 部 品 と の 間 で 電 気 的 リ ー ド 及 び 熱 電 対 用 リ ー ド 用 導 管 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
  [0028]支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ は 、 一 般 的 に 接 地 さ れ 、 Ｒ Ｆ 電 源 １ ２ ２ に よ り 分 配 用 プ
レ ー ト １ １ ８ （ 又 は チ ャ ン バ の リ ッ ド ア セ ン ブ リ 内 又 は 付 近 に 位 置 決 め さ れ た 他 の 電 極 ）
に 供 給 さ れ た Ｒ Ｆ 電 力 が 、 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ と 分 配 用 プ レ ー ト １ １ ８ と の 間 の 処 理
ボ リ ュ ー ム １ １ ２ 内 に 配 置 さ れ た ガ ス を 励 起 可 能 で あ る 。 電 源 １ ２ ２ か ら の Ｒ Ｆ 電 力 は 、
化 学 気 相 堆 積 処 理 を 駆 動 す る 為 に 基 板 の サ イ ズ に 相 応 し て 一 般 的 に 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
  [0029]支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ は 、 追 加 的 に 、 外 接 シ ャ ド ウ フ レ ー ム １ ４ ８ を 支 持 す る
。 一 般 的 に 、 シ ャ ド ウ フ レ ー ム １ ４ ８ は 、 基 板 １ ４ ０ の 縁 部 で の 堆 積 を 防 止 し 、 ア セ ン ブ
リ １ ３ ８ を 支 持 し 、 基 板 が 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ に く っ つ か な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
  [0030]支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ は 、 複 数 の リ フ ト ピ ン を 受 容 す る 複 数 の 孔 １ ２ ８ が 開 け
ら れ て い る 。 リ フ ト ピ ン １ ５ ０ は 、 通 常 、 セ ラ ミ ッ ク 又 は メ ッ キ 処 理 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム
か ら 構 成 さ れ る 。 一 般 的 に 、 リ フ ト ピ ン １ ５ ０ は 、 第 １ 端 部 １ ６ ０ を 持 つ が 、 こ の 第 １ 端
部 １ ６ ０ は 、 リ フ ト ピ ン １ ５ ０ が 通 常 の 位 置 （ す な わ ち 、 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ に 対 し
後 退 し た 位 置 ） に あ る と き 、 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ の 上 側 １ ３ ４ か ら 僅 か に 後 退 さ れ る
か 実 質 的 に 同 一 平 面 に あ る 。 第 １ 端 部 １ ６ ０ は 、 一 般 的 に ラ ッ パ 状 に 広 が っ て お り 、 リ フ
ト ピ ン １ ５ ０ が 孔 １ ２ ８ か ら 落 ち な い よ う に な っ て い る 。 さ ら に 、 リ フ ト ピ ン １ ５ ０ は 、
第 ２ 端 部 １ ６ ４ を 有 す る が 、 こ の 第 ２ 端 部 １ ６ ４ は 、 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ の 下 側 か ら
下 方 に 伸 び て い る 。 リ フ ト ピ ン １ ５ ０ は 、 リ フ ト プ レ ー ト １ ５ ４ に よ り 支 持 用 ア セ ン ブ リ
１ ３ ８ に 対 し て 上 側 １ ３ ４ か ら 突 き 出 る よ う に 駆 動 可 能 で あ り 、 そ れ に よ り 、 支 持 用 ア セ
ン ブ リ １ ３ ８ に 対 し て 間 隔 を 開 け た 関 係 に 基 板 を 置 く 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
  [0031]リ フ ト プ レ ー ト １ ５ ４ は 、 支 持 面 の 下 側 １ ２ ６ 近 傍 に 配 置 さ れ る 。 リ フ ト プ レ ー
ト １ ５ ４ は 、 カ ラ ー １ ５ ６ に よ り ア ク チ ュ エ ー タ に 連 結 さ れ 、 カ ラ ー １ ５ ６ は 、 ス テ ム １
４ ３ の 一 部 に 外 接 す る 。 ベ ロ ー ズ １ ４ ６ は 、 上 部 １ ６ ８ と 下 部 １ ７ ０ と を 含 み 、 こ れ ら は
、 ス テ ム １ ４ ２ と カ ラ ー １ ５ ６ を 独 立 し て 移 動 さ せ る 一 方 、 同 時 に チ ャ ン バ １ ０ ２ の 外 側
の 環 境 か ら 処 理 ボ リ ュ ー ム １ １ ２ の 隔 離 を 維 持 す る 。 一 般 的 に 、 リ フ ト プ レ ー ト １ ５ ４ は
、 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ と リ フ ト プ レ ー ト １ ５ ４ が 互 い に 密 接 に 移 動 す る と き 、 リ フ ト
ピ ン １ ５ ０ が 上 側 １ ３ ４ か ら 伸 び る よ う に 起 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
  [0032]図 ２ は 、 支 持 用 ア セ ン ブ リ ２ ０ ０ の 他 の 一 実 施 形 態 の 部 分 的 断 面 図 で あ る 。 支 持
用 ア セ ン ブ リ ２ ０ ０ は 、 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 ２ １ ０ で 実 質 的 に 覆 わ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 本
体 ２ ０ ２ を 含 む 。 本 体 ２ ０ ２ は 、 一 以 上 の 結 合 部 材 又 は 単 一 の 鋳 造 さ れ た 本 体 で あ っ て 、
内 部 に 加 熱 素 子 １ ３ ２ が 埋 め 込 ま れ た も の で も よ い 。 本 発 明 か ら 利 益 を 得 る 為 に 適 合 可 能
な 基 板 支 持 用 ア セ ン ブ リ の 例 は 、 １ ２ ／ ２ ／ ２ ０ ０ ２ に 出 願 さ れ た 米 国 特 許 第 １ ０ ／ ３ ０
８ ３ ８ ５ 号 、 ８ ／ １ ／ ２ ０ ０ １ に 出 願 さ れ た 米 国 出 願 第 ０ ９ ／ ９ ２ １ １ ０ ４ に 記 載 さ れ 、
両 方 と も 本 願 に 参 考 の 為 に 組 み 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
  [0033]本 体 ２ ０ ２ は 、 一 般 的 に 、 基 板 支 持 面 ２ ０ ４ 、 反 対 側 の 装 着 面 ２ ０ ６ を 含 む 。 装
着 面 ２ ０ ６ は 、 ス テ ム １ ４ ２ （ 図 １ に 図 示 ） に 結 合 さ れ て い る 。 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 ２
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１ ０ は 、 本 体 ２ ０ ２ の 支 持 面 ２ ０ ４ を 少 な く と も 覆 い 、 基 板 １ ４ ０ と 支 持 面 ２ ０ ４ と の 間
に 分 離 層 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
  [0034]被 膜 ２ １ ０ は 、 外 側 面 ２ １ ２ と 内 側 面 ２ １ ４ と を 含 む 。 内 側 面 ２ １ ４ は 、 一 般 的
に 、 本 体 ２ ０ ２ 上 に 直 接 、 配 置 さ れ る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 の 厚
さ は 、 約 ０ ． ３ か ら 約 ２ ． １ ６ ミ ル の 間 で あ る 。 こ の 範 囲 の 外 側 に 該 当 す る 厚 さ を 持 つ メ
ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 は 、 失 敗 す る 可 能 性 温 度 サ イ ク ル 中 に 該 当 す る か 、 或 い は 、 Ｐ Ｅ Ｃ Ｖ
Ｄ 堆 積 に お い て 形 成 さ れ た Ｓ ｉ Ｎ 、 α Ｓ ｉ 、 ｎ ＋ α － Ｓ ｉ 製 の 大 領 域 膜 に お け る ス ポ ッ テ
ィ ン グ を 十 分 に 減 少 さ せ な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
  [0035]上 記 基 板 支 持 面 ２ ０ ４ の 上 方 に 位 置 決 め さ れ た 外 側 面 ２ １ ２ の 一 部 ２ １ ８ は 、 上
部 の 基 板 １ ４ ０ を 支 持 す る よ う に 構 成 さ れ た 何 学 的 形 状 を 有 す る 。 外 側 面 ２ １ ２ の 一 部 ２
１ ８ は 、 所 定 の 表 面 粗 さ の 表 面 仕 上 げ 処 理 部 ２ １ ６ を 有 し 、 こ れ が 、 基 板 １ ４ ０ 上 に 堆 積
さ れ た 膜 の 均 一 な 厚 さ を 促 進 す る 。 表 面 処 理 仕 上 げ 部 ２ １ ６ は 、 約 ８ ０ ～ 約 ２ ０ ０ ミ ク ロ
イ ン チ の 粗 さ を 有 す る 。 表 面 仕 上 げ 処 理 部 ２ １ ６ は 、 有 利 な こ と に 、 改 善 膜 の 厚 さ 均 一 性
が 生 じ 、 特 に 、 基 板 支 持 体 を コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ （ 例 え ば 、 エ ー ジ ン グ ） す る こ と な く 、
局 所 的 厚 さ の 不 均 一 性 （ 薄 い 堆 積 箇 所 ） を 実 質 的 に 除 去 す る こ と が 分 か っ て き た 。 基 板 支
持 体 の コ ン デ ィ シ ョ ニ ン グ の 除 去 に よ り 、 通 常 は プ ラ ズ マ エ ー ジ ン グ 処 理 で 消 費 さ れ る 時
間 と 材 料 の 両 方 を 節 約 で き 、 サ イ ク ル 間 の 真 空 パ ー ジ を 除 去 し 、 こ の 除 去 に よ り 、 シ ス テ
ム ス ル ー プ ッ ト が 改 善 さ れ る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 表 面 仕 上 げ 処 理 部 ２ １ ６ は 、 約 １ ３
０ ミ ク ロ イ ン チ の 粗 さ を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
  [0036]メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 の 表 面 仕 上 げ 処 理 部 ２ １ ６ は 、 基 板 １ ４ ０ の 下 に あ る 外 側
基 板 支 持 面 ２ ０ ４ の 少 な く と も 一 部 を 処 置 す る こ と に よ り 、 更 に ／ 又 は 、 （ 所 定 の 表 面 仕
上 げ 処 理 部 ２ ０ ８ を 得 る た め に ） 基 板 １ ４ ０ を 支 持 す る メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 ２ １ ０ を 少
な く と も 処 置 す る こ と に よ り 、 達 成 可 能 で あ る 。 基 板 支 持 面 ２ ０ ４ の 表 面 仕 上 げ 処 理 部 ２
０ ８ は 、 数 多 く の 方 法 で 形 成 可 能 で あ り 、 例 え ば 、 ビ ー ド ブ ラ ス ト 処 理 、 研 磨 材 ブ ラ ス ト
処 理 、 研 削 、 エ ン ボ ス 加 工 、 サ ン デ ィ ン グ 、 テ ク ス チ ャ リ ン グ 、 エ ッ チ ン グ 、 所 定 の 表 面
粗 さ を 提 供 す る 他 の 方 法 が あ る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 本 体 ２ ０ ２ の 支 持 面 の 表 面 仕 上 げ
処 理 部 ２ ０ ８ は 、 約 ８ ８ か ら 約 ２ ３ ０ ミ ク ロ イ ン チ で あ る 。 他 の 実 施 形 態 に お い て 、 表 面
仕 上 げ 処 理 部 ２ ０ ８ は 、 約 １ ４ ５ ミ ク ロ イ ン チ で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
  [0037]オ プ シ ョ ン と し て 、 基 板 １ ４ ０ の 下 方 か ら 位 置 決 め さ れ る 部 分 ２ ２ ０ を 制 限 す る
基 板 支 持 面 ２ ０ ４ の ス ト リ ッ プ ２ ２ ４ は 、 製 造 コ ス ト を 最 小 に す る た め 、 処 置 せ ず に 残 し
て も よ い 。 こ れ に よ り 、 未 処 置 ス ト リ ッ プ ２ ２ ４ の 上 方 に 、 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 ２ １ ０
の ス ト リ ッ プ ２ ２ ２ が 生 じ る が 、 未 処 理 ス ト リ ッ プ ２ ２ ４ は 、 仕 上 げ 部 ２ １ ６ と は 異 な る
仕 上 げ 部 を 有 し 、 ス ト リ ッ プ ２ ２ ２ は 基 板 １ ４ ０ を 超 え 、 ス ト リ ッ プ ２ ２ ２ の 表 面 仕 上 げ
処 理 部 は 、 膜 堆 積 の 均 一 性 に 影 響 が な い 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 ２
１ ０ の ス ト リ ッ プ ２ ２ ２ は 、 そ れ が 制 限 す る 被 膜 ２ １ ０ の 一 部 ２ １ ８ よ り ス ム ー ズ な 表 面
仕 上 げ 処 理 部 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
  [0038]図 ３ は 、 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ を 製 造 す る た め の 方 法 ３ ０ ０ の 一 実 施 形 態 を 示
す 。 こ の 方 法 は 、 本 体 ２ ０ ２ の 支 持 面 ２ ０ ４ を 準 備 す る こ と に よ り 、 ス テ ッ プ ３ ０ ２ か ら
開 始 す る 。 準 備 す る ス テ ッ プ ３ ０ ２ は 、 一 般 的 に 、 基 板 表 面 ２ ０ ４ を 加 工 す る こ と 、 或 い
は 、 他 の 方 法 で 処 置 す る こ と を 要 す る の で 、 仕 上 げ 処 理 部 ２ ０ ８ は 、 約 ８ ０ か ら 約 ２ ０ ０
ミ ク ロ イ ン チ に な っ て い る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 準 備 す る ス テ ッ プ ３ ０ ２ は 、 ビ ー ド ブ
ラ ス ト 処 理 、 研 磨 材 ブ ラ ス ト 処 理 、 研 削 、 エ ン ボ ス 加 工 、 サ ン デ ィ ン グ 、 テ ク ス チ ャ リ ン
グ 、 エ ッ チ ン グ 、 所 定 の 表 面 粗 さ （ 例 え ば 、 約 １ ３ ０ ミ ク ロ イ ン チ ） を 与 え る 他 の 方 法 を
含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
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  [0039]一 実 施 形 態 に お い て 、 基 板 支 持 面 ２ ０ ４ は 、 所 定 表 面 仕 上 げ 状 態 ま で ビ ー ド ブ ラ
ス ト 処 理 さ れ る 。 ビ ー ド ブ ラ ス ト 処 理 は 、 本 体 ２ ０ ２ を セ ラ ミ ッ ク 又 は 酸 化 物 ビ ー ド で 衝
突 さ せ る こ と を 含 ん で も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
  [0040]他 の 実 施 形 態 に お い て 、 ビ ー ド は 、 平 均 径 約 １ ２ ５ か ら ３ ７ ５ ミ ク ロ の 酸 化 ア ル
ミ ニ ウ ム で あ る 。 ビ ー ズ は 、 約 ８ ８ か ら 約 ２ ３ ０ ミ ク ロ イ ン チ の 表 面 仕 上 げ を 提 供 す る の
に 十 分 な 出 口 速 度 を 有 す る ノ ズ ル を 通 し て 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
  [0041]準 備 す る ス テ ッ プ ３ ０ ２ の 後 、 本 体 は ス テ ッ プ ３ ０ ４ で メ ッ キ 処 理 さ れ る 。 メ ッ
キ 処 理 す る ス テ ッ プ ３ ０ ４ は 、 一 般 的 に 、 約 ０ ． ３ か ら 約 ２ ． １ ６ ミ ル の 間 の 厚 さ を 有 す
る メ ッ キ 処 理 さ れ た 層 を 適 用 す る ス テ ッ プ を 含 む 。 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 ２ １ ２ の 外 側 面
２ １ ２ の 、 結 果 と し て 生 じ る 表 面 仕 上 げ 処 理 部 ２ １ ６ は 、 約 ８ ０ か ら 約 ２ ０ ０ ミ ク ロ イ ン
チ で あ り 、 一 実 施 形 態 で は 、 約 １ ３ ０ ミ ク ロ イ ン チ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
  [0042]図 ４ は 、 支 持 用 ア セ ン ブ リ １ ３ ８ を 製 造 す る 方 法 ４ ０ ０ の 他 の 実 施 形 態 で あ る 。
こ の 方 法 は 、 ア ル ミ ニ ウ ム 本 体 ２ ０ ２ を メ ッ キ 処 理 す る こ と に よ り ス テ ッ プ ４ ０ ２ で 開 始
す る 。 ス テ ッ プ ４ ０ ４ で は 、 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 ２ １ ０ の 外 側 面 ２ １ ２ の 少 な く と も 一
部 ２ １ ８ が 処 置 さ れ 、 粗 く さ れ た 表 面 仕 上 げ 処 理 部 ２ １ ６ を 提 供 す る 。 ま た 、 外 側 面 ２ １
２ の 他 の 部 分 は 、 処 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
  [0043]処 理 す る ス テ ッ プ ４ ０ ４ は 、 ビ ー ド ブ ラ ス ト 処 理 、 研 磨 材 ブ ラ ス ト 処 理 、 研 削 、
エ ン ボ ス 加 工 、 サ ン デ ィ ン グ 、 テ ク ス チ ャ リ ン グ 、 エ ッ チ ン グ 、 所 定 の 表 面 粗 さ を 与 え る
他 の 方 法 を 含 ん で も よ い 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 処 理 す る ス テ ッ プ ４ ０ ４ は 、 約 ８ ０ か ら
約 ２ ０ ０ ミ ク ロ イ ン チ 間 の 外 側 面 の 表 面 仕 上 げ 処 理 部 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
  [0044]図 ５ は 、 均 一 体 積 厚 さ を 高 め る よ う に 構 成 さ れ た 支 持 用 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０ の 他 の
実 施 形 態 の 一 部 断 面 図 を 示 す 。 支 持 用 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０ は 、 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 ５ ０ ６
に よ り 実 質 的 に 封 入 さ れ た ア ル ミ ニ ウ ム 製 支 持 用 本 体 ５ ０ ２ を 含 む 。 加 熱 素 子 ５ ０ ４ は 、
支 持 用 本 体 ５ ０ ２ に 結 合 さ れ 、 支 持 用 ア セ ン ブ リ ５ ０ ０ の 上 面 に 位 置 決 め さ れ た 基 板 １ ４
０ の 温 度 を 制 御 す る 。 加 熱 素 子 ５ ０ ４ は 、 抵 抗 加 熱 ヒ ー タ 、 又 は 本 体 ５ ０ ２ に 結 合 さ れ る
か 本 体 ５ ０ ２ に 配 置 さ れ る 他 の 温 度 制 御 装 置 で も よ い 。 代 替 え 的 に 、 加 熱 素 子 ５ ０ ４ と 本
体 ５ ０ ２ と の 間 に 直 接 の 接 触 を 与 え る た め に 、 本 体 ５ ０ ２ の 下 部 ５ １ ２ は メ ッ キ 処 理 が 無
く て も よ い 。 オ プ シ ョ ン と し て 、 熱 伝 導 材 の 介 在 層 （ 図 示 せ ず ） が 、 加 熱 素 子 ５ ０ ４ と 本
体 ５ ０ ２ の 下 部 ５ ０ ４ の 間 に 配 置 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
  [0045]基 板 １ ４ ０ を 支 持 す る 、 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 ５ ０ ６ の 上 部 ５ ０ ８ は 、 基 板 １ ４
０ 上 の 均 一 な 膜 の 堆 積 を 高 め る よ う に 構 成 さ れ た 表 面 仕 上 げ 処 理 部 ５ １ ０ を 有 す る 。 一 実
施 形 態 に お い て 、 表 面 仕 上 げ 処 理 部 ５ １ ０ は 、 約 ８ ０ か ら 約 ２ ０ ０ ミ ク ロ イ ン チ の 間 の 粗
さ を 有 す る 。 表 面 仕 上 げ 処 理 部 ５ １ ０ は 、 前 述 し た 方 法 を 含 む 数 多 く の 方 法 を 介 し て 作 り
出 せ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
  [0046]図 ６ は 、 加 熱 ア セ ン ブ リ ６ ０ ０ の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 。 加 熱 ア セ ン ブ リ ６ ０ ０ は
、 少 な く と も 部 分 的 に 上 部 に 形 成 さ れ た 、 メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 ６ ０ ６ を 有 す る ア ル ミ ニ
ウ ム 本 体 ６ ０ ２ を 含 む 。 加 熱 素 子 ６ ０ ４ ， 即 ち 、 温 度 制 御 さ れ た 流 体 が 循 環 さ れ る 導 管 は
、 本 体 ６ ０ ２ の 底 面 に 配 置 さ れ 、 基 板 １ ４ ０ の 温 度 制 御 を 容 易 に す る 。 代 替 え 的 に 、 熱 伝
導 板 ６ １ ４ は 、 加 熱 素 子 ６ ０ ４ と 本 体 ６ ０ ２ と の 間 に 配 置 可 能 で あ り 、 加 熱 素 子 ６ ０ ４ と
本 体 ６ ０ ２ 間 の 温 度 均 一 性 を 高 め る 。 一 実 施 形 態 に お い て 、 介 在 層 ６ １ ４ は 銅 板 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
  [0047]ク ラ ン プ 板 ６ ０ ８ は 、 複 数 の フ ァ ス ナ ６ １ ０ （ 図 ６ に は 一 つ が 図 示 ） で あ っ て 、
本 体 ６ ０ ２ に 形 成 さ れ た ネ ジ 付 き 孔 ６ １ ２ 内 に 通 さ れ た も の に よ り 本 体 ６ ０ ２ に 結 合 さ れ
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て い る 。 ク ラ ン プ 板 ６ ０ ８ は 、 加 熱 素 子 ６ ０ ４ を 本 体 ６ ０ ２ を 用 い て 挟 み 、 熱 伝 達 を 高 め
て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
  [0048]基 板 １ ４ ０ を 支 持 す る メ ッ キ 処 理 さ れ た 被 膜 ６ ０ ６ の 一 部 ６ ２ ０ は 、 基 板 １ ４ ０
の 堆 積 膜 の 均 一 性 を 高 め る よ う に 構 成 さ れ た 表 面 仕 上 げ 処 理 部 ６ ２ ２ を 有 す る 。 表 面 仕 上
げ 処 理 部 ６ ２ ２ は 、 前 述 し た も の と 同 様 に 作 り 出 せ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
  [0049]そ の た め 、 大 領 域 基 板 上 に 配 置 さ れ た 堆 積 膜 の 均 一 性 を 高 め る 支 持 用 ア セ ン ブ リ
が 提 供 さ れ る 。 基 板 を 支 持 す る 支 持 用 ア セ ン ブ リ の ア ル ミ ニ ウ ム 製 本 体 を 覆 う 、 メ ッ キ 処
理 さ れ た 被 膜 の 少 な く と も 一 部 は 、 堆 積 均 一 性 を 高 め る 所 定 の 表 面 粗 さ ま で 織 地 状 の 表 面
に さ れ 、 そ れ に よ り 、 実 質 的 に 時 間 消 費 す る 支 持 用 ア セ ン ブ リ の エ ー ジ ン グ や 付 随 す る コ
ス ト を 除 去 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
  [0050]本 発 明 の 教 示 を 組 み 込 む 幾 つ か の 好 適 な 実 施 形 態 を 図 示 し 詳 細 に 説 明 し て き た が
、 当 業 者 は 、 容 易 に 多 く の 他 の 変 更 実 施 形 態 で あ っ て 、 こ れ ら の 教 示 を 組 み 込 む も の を 案
出 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 基 板 支 持 用 ア セ ン ブ リ を 有 す る 一 実 施 形 態 に 係 る 処 理 チ ャ ン バ
の 概 略 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 板 支 持 用 ア セ ン ブ リ の 部 分 的 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 基 板 支 持 用 ア セ ン ブ リ を 製 造 す る 為 の 一 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の フ ロ ー チ
ャ ー ト で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 基 板 支 持 用 ア セ ン ブ リ を 製 造 す る 為 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 方 法 の フ ロ ー
チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 板 支 持 用 ア セ ン ブ リ の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 他 の 実 施 形 態 に 係 る 基 板 支 持 用 ア セ ン ブ リ の 一 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
１ ０ ０ … プ ラ ズ マ 増 強 型 化 学 気 相 堆 積 シ ス テ ム 、 １ ０ ２ … チ ャ ン バ 、 １ ０ ６ … 壁 、 １ ０ ８
… 底 部 、 １ １ ０ … ア セ ン ブ リ 、 １ １ ２ … 処 理 ボ リ ュ ー ム 、 １ １ ４ … ポ ン ピ ン グ プ レ ナ ム 、
１ １ ６ … 第 １ 補 強 部 材 、 １ １ ８ … 分 配 用 プ レ ー ト 、 １ ２ ０ … 内 側 、 １ ２ ４ … 本 体 、 １ ２ ６
… 下 側 、 １ ２ ８ … 孔 、 １ ３ ０ … 電 源 、 １ ３ ２ … 加 熱 素 子 、 １ ３ ４ … 上 側 、 １ ３ ８ … 基 板 支
持 用 ア セ ン ブ リ 、 １ ４ ０ … 大 領 域 ガ ラ ス 基 板 、 １ ４ ２ … ス テ ム 、 １ ４ ４ … ス テ ム カ バ ー 、
１ ４ ６ … ベ ロ ー ズ 、 １ ４ ８ … 外 接 シ ャ ド ウ フ レ ー ム 、 １ ５ ０ … リ フ ト ピ ン 、 １ ５ ４ … リ フ
ト プ レ ー ト 、 １ ５ ６ … カ ラ ー 、 １ ６ ０ … 第 １ 端 部 、 １ ６ ４ … 第 ２ 端 部 、 １ ６ ６ … 第 ２ 補 強
部 材 、 １ ６ ８ … 上 部 、 １ ７ ０ … 下 部 、 １ ８ ０ … 被 膜 、 １ ９ ０ … 熱 電 対 、 ２ ０ ０ … 支 持 用 ア
セ ン ブ リ 、 ２ ０ ２ … 本 体 、 ２ ０ ４ … 支 持 面 、 ２ ０ ６ … 装 着 面 、 ２ ０ ８ … 表 面 仕 上 げ 処 理 部
、 ２ １ ０ … 被 膜 、 ２ １ ２ … 外 側 面 、 ２ １ ４ … 内 側 面 、 ２ １ ６ … 表 面 仕 上 げ 処 理 部 、 ２ １ ８
… 部 分 、 ２ ２ ０ … 部 分 、 ２ ２ ４ … ス ト リ ッ プ 、 ５ ０ ０ … 支 持 用 ア セ ン ブ リ 、 ５ ０ ２ … ア ル
ミ ニ ウ ム 製 支 持 用 本 体 、 ５ ０ ４ … 加 熱 素 子 、 ５ ０ ６ … 被 膜 、 ５ ０ ８ … 上 部 、 ５ １ ０ … 表 面
仕 上 げ 処 理 部 、 ５ １ ２ … 下 部 、 ６ ０ ０ … ヒ ー タ ア セ ン ブ リ 、 ６ ０ ２ … ア ル ミ ニ ウ ム 製 本 体
、 ６ ０ ４ … 加 熱 素 子 、 ６ ０ ６ … 被 膜 、 ６ ０ ８ … ク ラ ン プ 板 、 ６ １ ０ … フ ァ ス ナ 、 ６ １ ２ …
ネ ジ 付 き 孔 、 ６ １ ４ … 介 在 層 、 ６ ２ ０ … 部 分 、 ６ ２ ２ … 表 面 仕 上 げ 処 理 部 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

(11) JP 2005-51200 A 2005.2.24



【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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